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会議録（１） 

 

会議の名称  

 

平成２９年度 第１回飯能市男女共同参画審議会 

 

開 催 日 時  

 

平成２９年５月１２日（金） 

開会 午前１０時００分  閉会 午前１１時４０分 

 

開 催 場 所  

 

 

市役所本庁舎別館２階 会議室１ 

 

議 長 氏 名  

 

南林 さえ子 

 

出 席 委 員  

 

南林 さえ子、小平 陽一、小野 加津美、加藤 巳佐子、金子 富佐子

児嶋 雅子、出水 仁、永山 隆、矢島 崇行、渡辺 孝子 

 

欠 席 委 員  

 

 

なし 

説 明 者 の  

職  氏  名  

市民生活部長 坂本 実 

地域活動支援課長 清水 直子 

男女共同参画・国際担当 島田 智明 

男女共同参画・国際担当 岡田 紀子 

 

傍聴者の数  

 

１名 

 

会 議 次 第  

 

別紙のとおり 

 

配 布 資 料  

 

別紙のとおり 

 

事務局職員  

職 氏 名  

市民生活部長 坂本 実 

地域活動支援課長 清水 直子 

男女共同参画・国際担当 島田 智明 

男女共同参画・国際担当 岡田 紀子 
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会議録（２） 

議事録の概要（経過）・決定事項 

（１）第４次飯能市男女共同参画プランの進捗状況及び事業計画について 

    事務局から資料１、２、当日資料１について説明をした後、審議を行った。 

（２）第５次飯能市男女共同参画プラン策定について 

    事務局から資料３、４、当日資料２について説明をした後、審議を行った。 

（３）その他 飯能市人権教育推進協議会委員の推薦について 

    事務局から人権教育推進協議会委員の推薦について説明し、渡辺孝子委員に

決定した。 
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会議録（３） 

発 言 者 発 言 内 容 

課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課長 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

課長 

 

 

部長 

 

課長 

 

 

 

 

課長 

本日は、平成２９年度第１回飯能市男女共同参画審議会にお忙しいと

ころ御出席を賜り、誠にありがとうございます。 

 私は市民生活部地域活動支援課長の清水と申します。どうぞよろしく

お願いいたします。 

 本日の会議ですが、１時間３０分を予定しております。１１時３０分

には閉会したいと考えておりますので、皆さまの御協力をお願いいたし

ます。 

 それでは、まず資料の確認をさせていただきます。 

 

＜資料確認＞ 

 

ここで定足数の御報告をいたします。本日の欠席委員はいらっしゃい

ません。よって、本会の定足数１０名全員の出席でございますので、飯

能市男女共同参画推進条例第１９条第２項の規定によりまして、本会議

は成立しておりますことを御報告申し上げます。 

それでは只今から、平成２９年度第１回飯能市男女共同参画審議会を

開会します。 

次第の２、開会にあたり、南林会長よりごあいさつをお願いします。 

 

＜会長あいさつ＞ 

 

ありがとうございました。続きまして、市民生活部長坂本からごあい

さつを申し上げます。 

 

＜部長あいさつ＞ 

 

 続きまして、次第の３、自己紹介です。はじめに委員の皆さまから順

番にお願いいたします。 

 

 ＜委員自己紹介＞ 

 

 ありがとうございました。次に、今年度男女共同参画を担当する職員

の自己紹介をさせていただきます。 
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課長 

 

 

 

 

 

課長 

 

 

 

課長 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

事務局 

 

議長 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

＜職員自己紹介＞ 

 

続きまして、この審議会について傍聴を希望されている方がいらっし

ゃいますので、傍聴を認めるかどうか、皆さまにお諮りしたいと思いま

す。傍聴に反対の方はいらっしゃいますか。 

 

 ＜反対なし＞ 

 

 反対の方がいらっしゃいませんので、傍聴を許可したいと思います。 

 

 ＜傍聴者入室＞ 

 

 それでは、次第の４、議事に入ります。 

飯能市男女共同参画推進条例第１９条第１項に「審議会は、会長が招

集し会議の議長となる。」と定められていますので、南林会長に議事の

進行をお願いいたします。 

 

それでは、議事（１）第４次飯能市男女共同参画プランの進捗状況及

び事業計画について、審議いたします。 

事務局に説明を求めます。 

 

＜資料に基づき事務局が説明＞ 

 

 只今、事務局から説明がありましたが、御質問や御意見はございます

か。 

 

事業実績の評価方法を教えてください。 

 また、Ｄ評価になった２項目について、理由を教えてください。 

 

まず評価方法ですが、その事業の所管課が自己評価をしています。 

またＤ評価の２項目については、デートＤＶ防止の講座は関係機関と

の調整が最終的にとれなかったことから未実施となりました。健康支援

に関する事業についても、講座開催の検討はしましたが、集客の見込み

等を協議した結果、最終的に講座は開催しないこととしました。今年度

は「リプロダクティブ・ヘルス／ライツ」について、広報やホームペー

ジにて効果的な啓発ができるようにすすめていきます。 
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議長 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

事務局 

 

議長 

 

委員 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

健康支援に関する事業は、集客を求めるのではなく、啓発するという

ことが重要だと思います。 

 

私共は、高齢者の介護予防の為に毎年健康まつりに参加してブースを

もっています。健康まつりには、子どもから高齢者まで多くの方がいら

っしゃいますし、スタンプラリーなどを取り入れてやり方を工夫すれば

集客も望めると思います。「リプロダクティブ・ヘルス／ライツ」とい

う言葉は出さなくても、健康づくり支援課と協力して女性の生涯健康支

援についての事業を実施できると思います。昨年、未実施ということは

非常に残念に思います。 

 

健康支援に関する事業を今年の課題に事務局があげていますので、今

年度期待しています。 

また「リプロダクティブ・ヘルス／ライツ」は、英語よりも日本語に

わかりやすく言い換えた方がよいと思います。 

 

承知しました。 

 

他に、Ｃ評価の項目について等、御質問や御意見はございますか。 

 

男女共同参画は「環境づくり」が大切だと思います。市は、啓発、環

境整備、起きたことのケアの３つの視点を持って「仕事と生活の調和」

に力を入れる必要があるのではないでしょうか。女性が仕事と家庭を両

立できる環境づくりが重点化されると良いと思います。女性にとっては

どうしても子育てが男女共同参画の負担になっていると感じます。 

 

「仕事と生活の調和」については、平成２８年に施行された女性活躍

推進法に該当する内容ですが、市では特定事業主行動計画の策定を予定

しており、職員に向けて介護休暇の取得など啓発もすすめているところ

です。従業員３０１人以上の事業所は、特定事業主行動計画の策定が義

務付けられていますので、今後、仕事と家庭を両立できる環境づくりは

進んでいくと考えます。 

 

 何事も民間より市役所が先に始めますが、それを市民にも浸透させる

ことがこれから必要ですね。 

話は戻りますが、事業実績の評価方法について、もう一度御意見等は

ございますか。 
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委員 

 

 

議長 

 

 

委員 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

議長 

 

委員 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

事務局 

これだけ項目が多いと第三者が評価する方法は難しいでしょうが、客

観性を入れてほしいと思います。 

 

市役所が外部評価を取り入れることは多くなっていますか。 

あるいは数値評価を取り入れるのはいかがでしょうか。 

 

例えば、Ａ評価は「実施できた」から１００％、Ｄ評価は「実施でき

なかった」から０％、ではＢ評価やＣ評価は何％が該当するのでしょう

か。事業の質は問えなくても、事業を何本実施したかを数値で評価する

こともできると思いますが、そのようなやり方はしていますか。 

 

数値で評価するという取り決めはしていません。所管課の感覚的な評

価になっているところがあります。今後、数値評価を取り入れることや

客観性を入れられるように検討します。 

 

大勢の人が納得いくような評価方法でお願いしたいと思います。 

 

数値で表すことが難しい場合は、どういう手順でどの様にすすめたか

というプロセス目標を取り入れることが一般的だと思います。 

また、仕事の責任者は上司であることから、上司が評価する方法も良

いと思います。 

 

事業計画を「講座を何回実施する。」など数値で表せるものは良いの

ですが、「行う」「改善する」「評価する」などの文言は評価する人の感

覚的なものになってしまいますので、この点は見直しをしていきたいと

思います。 

 

１６頁、子育て支援拠点について記載していますが、現場では男女共

同参画の視点を含む事業だという認識はあまりありません。たまたま私

は男女共同参画審議会委員なので認識していますが、現場にもその認識

をさせる必要があると思います。 

 

市から現場へのＰＲが必要でしょうか。例えば、子育て支援拠点と市

の男女共同参画担当の中間点である子育て支援課が伝えるべきでしょ

うか。 

 

男女共同参画庁内推進委員が１４名おり、委員を中心に全庁的に推進
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委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

議長 

 

 

事務局 

 

議長 

 

 

事務局 

 

 

議長 

 

事務局 

 

する体制がありますので、さらに現場まで行き届くように今後の庁内会

議で検討したいと思います。 

 

わたしは製薬会社で薬の販売をしています。しかし、「売ること」が

最終目標ではなく「どれだけ患者さんが助かったか、病気が治ったか。」

という効果が重要です。同じ意味で「実施した。」ではなく、市民にと

って「どれだけ役に立ったか、参加して良かったか。」が重要になりま

す。市民にとって役に立たない内容は翌年実施する必要はない、好評だ

った事業はさらに予算をかけてやる必要があると言えます。市民対応す

る中で市民から「良かった、好評だった、もっとやってほしい。」との

声があれば繰り返して事業を実施すればよいと思います。 

 

 ３１頁のように「効果」を数値で表すこともできると思います。例え

ば「子宮がん検診の受診率、さらにその中で何％の人に子宮がんがみつ

かった。」また「セミナーに参加した人の人数、さらにその中で何％の

人が男女共同参画についてよく理解できたと回答した。」という風に記

載できると思います。 

 

効果については３１頁に具体的な実績値で記載しています。 

ただし、この表の中の平成２９年度目標値は第 4 次男女共同参画プ

ランを策定した平成２４年度に設定した目標値です。 

 

第５次男女共同参画プランの数値目標は、平成２８年度の実績値を考

慮するのでしょうか。 

 

 そのとおりです。 

 

 講座やイベントではアンケートを実施しますが、その数値を活用して

はいかがでしょうか。 

 

 男女共同参画セミナーを実施した際のアンケートのデータがありま

すので、取り入れていきたいと思います。 

 

 それでは、今後は評価に客観性を入れるように検討してください。 

 

 検討します。 
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議長 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

事務局 

 

議長 

 

 

委員 

 

 

議長 

 

 

委員 

 

 

 

委員 

 

 

委員 

 

 

 

委員 

 

 

委員 

 

 

それでは、議事（１）第４次男女共同参画プランの進捗状況及び事業

計画について、以上でよろしいでしょうか。 

 

＜異議なし＞ 

 

 続きまして、議事（２）第５次飯能市男女共同参画プラン策定につい

て、審議いたします。 

 事務局に説明を求めます。 

 

＜資料に基づき、事務局から説明＞ 

 

 只今、事務局から説明がありましたが、御質問や御意見はございます 

か。 

 

 性別役割分担意識について、２０代女性の「そう思う」の割合が大き

いのは飯能市の特徴でしょうか。 

 

 全国を調べましたが、男女別の２０代の意識について、資料としてあ

りませんでしたので分かりかねます。 

 

 この表ですと、２０代女性は有効回答数が少ないので、こういう意識

があることは事実ですが、ここに本当に意味があるかは分からないと思

います。 

  

今の社会は就職が大変で、家庭の中に入ることが一番だと考えられて

いることも理由だと思います。 

 

 我々は高度経済成長の中で夫が収入を得て、妻は家庭で安定した生活

を過ごすことができたが、今の社会は格差社会で若い人には厳しい時代

だと思います。 

 

大学を出ても給与がずっと２０万円で上がらないということも現実

です。特に女子学生は就職が難しいです。 

 

子育て支援拠点には仕事を持たないお母さんがたくさん来てくれま

すが、「働いていないから、家事を背負わなきゃいけない。」と思ってい

て、若いお父さん達もまた長時間労働が当たり前と考えているようで
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議長 

 

 

委員 

 

 

 

 

委員 

 

委員 

 

議長 

 

 

 

委員 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

す。 

 

 実態を表す御意見ですね。学校での男女共同参画に関する教育も期待

されていますが、小学校世代はいかがですか。 

 

 保護者会、懇談会、ＰＴＡは９５％が母親の組織です。どうしても子

どもはそれを見ているので、「お父さんは仕事、お母さんは子育て」と

いう認識を植えつけられると思います。ライフ・ワーク・バランスは難

しいと思います。 

 

 なぜかＰＴＡ会長は男性が多いですね。 

 

 それは飯能市の土地柄だと思います。 

 

 飯能市は特殊なところがあるようですが、どのように変えていきまし

ょうか。 

企業意識調査も行いましたが、企業ではいかがでしょうか。 

 

 建設業で男性のみの世界にいますが、最近は女性で活躍している人も

います。今後は建設業でも女性が頼りになりますし、社会に出るべきだ

と思っています。 

 

 私も建設業ですが、現場に女性を入れるには、更衣室やお手洗い等を

新設する必要がでてきます。そこに企業の負担があるのも事実で、すぐ

に変えていくことは難しいと思います。 

企業意識調査にもありましたが、どうしたら女性活躍を推進できるか

という相談をできる場所があると良いと思います。 

 

今までの話から、飯能市特有の性別役割分担意識があることがわかり

ました。自分は飯能で生まれ育ったので、この状況を普通だと思ってい

ました。 

 

 飯能市は移動がない地域であり、長く住んでいる方が多いですから

ね。第５次男女共同参画プランについては、様々な意見を取り入れて作

成してください。 

他に御意見等はございませんか。 

それでは、議事（２）第５次飯能市男女共同参画プラン策定について、
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議長 

 

事務局 

 

 

 

議長 

 

委員 

 

 

議長 

 

委員 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

課長 

 

 

事務局 

 

課長 

 

 

 

 

 

以上でよろしいでしょうか。 

 

＜異議なし＞ 

 

それでは、議事（３）その他については事務局からお願いします。 

 

議事（３）飯能市人権教育推進協議会委員の推薦について、改選時期

ですので、新しい委員の方をどなたか推薦していただきたくお願いしま

す。 

 

人権教育推進協議会委員は具体的にどのような任務でしょうか。 

 

年に２回、総会と会議があります。また、公民館で実施する人権教育

の講演会に出席しました。 

  

 今後について、渡辺委員はいかがでしょうか。 

 

 希望される方がいらっしゃらなければ、引き続きお受けします。 

 

 ＜拍手＞ 

  

 それでは、引き続き渡辺委員にお願いしたいと思います。よろしくお

願いします。 

議事はすべて終了しましたので、議長の職を解かせていただきます。

ありがとうございました。 

 

南林会長、ありがとうございました。 

つづきまして、次第の５、その他です。事務局からのご連絡です。 

 

＜事務局からご連絡＞ 

 

最後になりますが、平成２９年度第２回の審議会は８月頃を予定して

いますので、御出席をお願いいたします。 

本日は長時間に渡り、貴重な御意見を多数いただき誠にありがとうご

ざいました。閉会にあたり、小平職務代理からごあいさつをお願いいた

します。 
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職務代理 

 

課長 

＜小平職務代理ごあいさつ＞ 

 

ありがとうございました。 

これをもちまして、平成２９年度第１回飯能市男女共同参画審議会を

閉会とさせていただきます。 

 

＜閉会＞ 

 

議事のてん末・概要を記載し、その相違ないことを証するためここに署名します。 

 

平成   年   月   日 

       

議長の署名                  

 


